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■ 1934（昭和９）年１月１日創業

■ ＹＫＫグループ

事業内容 ： ファスニング、ＡＰ（建材）

グループ会社：世界７１カ国/地域 114社

■連結売上高 2015年度 7,419億円
（ﾌｧｽﾆﾝｸﾞ3,266億円 /ＡＰ4,082億円）

■ 従業員数（２０１5年度末） 44,250名
国内17,402名

海外26,828名

事業会社

ファスニング事業 A P 事 業

Fastening
Products

Architectural
Products

Machinery &
Engineering

工機

ＹＫＫグループ 企業概要

ＹＫＫグループの経営体制は、
中核となるファスニング事業とＡＰ事業、
そして両事業のエンジニアリングを支える工
機。

ＹＫＫグループ

世界6極経営体制
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ＹＫＫ精神/経営理念/コアバリュー

経営理念

事業を繁栄させるための基本的な考え方で､
経営の使命・方向・主張を表現しています｡

社員一人ひとりが大切にし、実践する価値観であり、日々の行動の基準となるものです。

絶えざる「挑戦」を通じた

人づくり

顧客にとって価値ある
「品質」を実現する

モノづくり

「信用・信頼」が結ぶ
社会との長期にわたる強い

関係づくり
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ＹＫＫ精神

コアバリュー



黒部事業所全体
敷地面積 171万㎡
建物面積 120万㎡
従業員数 6,300名

ファスニング事業 と ＡＰ事業 及び 工機技術本部 から成る複合的な機能を持つ事業所

ＹＫＫグループの技術・開発の中核拠点 →「技術の総本山・黒部」

黒部越湖製造所

黒部工場

工機 機械・装置ﾌｧｽﾆﾝｸﾞ部品・仕上 建材製造 素材 建材製造 部品

黒部事業所の概要
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黒部牧野工場

ﾌｧｽﾆﾝｸﾞ金属材料 建材金型

黒部荻生製造所

建材製造 加工・組立

黒部宇奈月温泉駅
■



■“技術の総本山”としての機能強化

本社機能の一部黒部移転

ＹＫＫ ＡＰ Ｒ＆Ｄセンター新設

工機専用機械部品工場新設

ファスナー黒部工場再構築

■“技術の総本山”を支える環境整備

パッシブタウン

Ｋ-ＴＯＷＮ（黒部駅前新単身寮）

公共交通社会実験 東京と黒部の両拠点
有機的・有効的活用

ＹＫＫグループ 黒部事業所の役割 （黒部から世界へ）

YKK AP R&Dセンター

工機専用機械部品工場

ＹＫＫ50ビル

Ｋ-ＴＯＷＮ（新単身寮）
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パッシブタウン ＹＫＫ80ビル



機能移転のメリット/ディメリット
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回答数（件）

悪くなった

良くなった

悪くなった
・海外出張の移動時間が増加した
・取引先との情報交換の機会が減少した

通
勤

業
務

他部門との連携・情報共有

職場内の連携・情報共有

オフィス環境

通勤時間

通勤方法

その他

悪くなった

良くなった

「満足」「ほぼ満足」で６５％
それ以外で３５％

■富山での生活に関して満足ですか ■交通インフラについて

■移動して良くなった/悪くなったと感じる点は？

良くなった

良くなった

悪くなった

悪くなった

業務連携
職場環境
良くなった

「不便」 が ７２％



ＹＫＫ産業観光の沿革

～～

黒部事業所

一般事業

（万人/年） 第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ

－ 産業観光「ＹＫＫ ツアーズ」 － － 地域開放施設（ＹＫＫセンターパーク） －

一般事業

２０１４．８月閉園

北陸新幹線開業

ＹＫＫセンターパーク 産業観光

〔2015年4月〕

北陸新幹線開業後に
リニューアルオープン

事業 一般

－ 新たな取組み －

丸屋根展示館

吉田忠雄ホール

ビジネスゾーン

ＹＫＫ５０ビル

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ゲ
ー
ト

ＹＫＫのものづくり

来園者：４万人/年間

（運営：黒部ツーリズム㈱）
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交通まちづくり 「黒部モデル」 に向けて

地域交通充実に向けて

内廻り

外廻り南北循環線

南北循環線

１．運行対象：日勤通勤対応

２．運行方式：外廻り＋内廻りの循環

３．運行制御：固定＋デマンドバス

４．運行便数：平日３２便／日

2015年3月 北陸新幹線 開業

2015年4月 YKKセンターパーク線 運行

（YKK㈱ 特定バス事業）

2016年6月 新幹線生地線 運行開始

（黒部市公共交通へ移行）

2016年11月 南北循環線社会実験

黒部市公共交通戦略推進協議会への参画
黒部市社会インフラと

YKK社員インフラの効率的融合

新幹線生地線

パッシブタウン

Ｋ－ＴＯＷＮ

センターパーク

市民病院

生地駅

黒部駅
市役所

■社員の通勤形態の変革へ
■高齢化社会における地方都市の
未来形社会インフラの創造へ

黒部宇奈月温泉駅
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「産・学・官・言」の協働と
地域住民の参加が必須

2016年11月～2017年9月
南北循環線社会実験

（ＹＫＫ通退勤バス試行運用）

公共交通への切替メリット
・交通渋滞の緩和

・駐車場スペースの削減

・通勤事故リスクの軽減

・転入者の交通利便性の確保

・環境への貢献（ＣＯ2削減）

南北循環線社会実験の成果は？

黒部市「交通まちづくり」
高齢者・子ども
大都市からの移住者
定住者/観光客など
「誰もが自由に移動できる
新たな交通網」を張るには

南北循環線社会実験

休日、日中の乗車人数に課題

地域への呼びかけ

企業と地域

のために
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黒部市の総合戦略とＹＫＫの重点施策

【黒部市人口ビジョン】
（2060年まで）

人口動向、目標
2010年実績 41,851人
2060年推計 24,930

目標 33,010人
（＋8,000）

【黒部市総合戦略】
（Ｈ27～Ｈ31の5ヵ年）
・基本目標
（雇用、定住・・・）
・ＫＰＩの設定
・目標達成の為の
個別施策の検討

黒
部
市
総
合
振
興
計
画

（
Ｈ
20
年
～
29
年
）

本社機能の一部移転

技術の総本山・黒部

黒部駅前新単身寮

パッシブタウン

新幹線生地線バス

南北循環線社会実験

国際（ハラル食堂）

国際人材育成拠点

企業内保育所

ＹＫＫの企業戦略
地
方
創
生
「
黒
部
モ
デ
ル
」
へ
貢
献
す
る

Ｋホール、カフェボン

企
業
戦
略
の
進
捗
は
、
道
半
ば
。
地
域
と
の
連
携
が
極
め
て
重
要

総合戦略における重点施策

【基本目標Ⅰ】
雇用を創出し、活力ある地域をつくる
①企業進出や本社機能移転などの推進
②農林水産業の振興とブランド化、

6次産業化の推進
③働きやすい就業環境への誘導

【基本目標Ⅱ】
交流を促進し、人を呼び込む地域をつくる
①訪れたいと思ってもらえる観光地づくり
②都市住民の移住・定住を促進

【基本目標Ⅲ】
結婚・出産・子育ての希望が叶う地域をつくる
①出会いの場の創出と結婚への意識向上
②小中学校の再編と教育環境の充実

【基本目標Ⅳ】
快適な暮らしを実現し、愛着ある地域をつくる
①交通ネットワーク網の確立
②シニアが安心して暮せる福祉の充実
③協働の取り組みで進めるまちづくり

産業観光の充実

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生



ＹＫＫ技術の歩み

ＹＫＫセンターパーク
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ご清聴ありがとうございました。


